
今回は地域に暮らす障害者やその家族への訪問活動、相談対応などの支援活動か

ら見えてきた具体的事例を中心に、判断能力の不十分な障害者の権利を擁護する行

政の取り組みについてお話頂きました。

事例紹介されたケースは、①障害年金の搾取があり、金銭的虐待として介入したケース、②精

神疾患の疑いがあるが受診に繋がらず、住民への迷惑行為があり対応に苦慮したケース、③認知

症の母親と精神障害を抱える子（介護者）への生活問題への介入など、実際の現場で対応したケ

ースを率直に伝えてくださいました。これらのケースの課題解決に向けては、警察や包括支援セ

ンターとの連携、施設や病院への措置、日常生活自立支援事業や市長による成年後見制度の申立

など、あらゆる制度や資源の活用がされていました。

複雑に絡み合う生活課題を解きほぐし権利を擁護する手だては、一人、一つの機関ではできること

に限界があること、既存の制度をフルに活用するためにそれぞれが役割の中で実践していくこと、そ

して関わる支援者間のチームワークが大切であることを具体的に知ることができました。

月 日（火）

午後７時～午後９時
神栖市保健･福祉会館内にて

参加費無料

どなたでもご自由に参加できます。

神栖社協ホームページにも掲載中！

お問合せ：電話 0299-93-0294 神栖市社会福祉協議会まちづくりグループ 三浦

統合失調症になっても、適切な治療を受け、継続的に服薬し、地域の社会資源を活用することで

自分らしく社会の中で生きていくことができます。そのためには本人だけではなく、家族の病気に

対する理解や協力が必要になります。

今回上映するビデオは、本人や家族の体験談、家族の役割、地域で暮らしていく上で活用できる

社会資源などを勉強できる内容となっています。

当事者の方に限らず、関係機関、関心のある方のご参加をお待ちしています。

●

統合失調症は、適切な治療やリハビリを行うことにより、自分らしく社会生活をおくることが可能な精神疾

患です。ご本人やご家族が統合失調症のことを理解できるように、病気の症状や治療についてわかりやすく解

説します。

●

統合失調症の治療では薬物療法が重要となります。また、再発を防ぐためにも服薬が必要です。薬にどのよ

うな効果があるのか、またどういう副作用があるのかを知り、薬とのつきあい方を理解しましょう。

●

統合失調症になっても適切な治療を受け、地域の社会資源を活用することで、自分らしく社会の中で生きて

いくことができるようになります。地域で暮らしていく上で活用できる社会資源や家族の役割などについて学

びましょう。


